
第
六
条
の
十
七
第
二
項
第
二
号

及
び
第
三
項

第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号

第
十
二
条
の
三
第
三
項
第
二
号

（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び

法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
二
第
一

項
第
二
号

第
六
条
の
十
七
第
二
項
第
三
号

及
び
第
三
項

第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号

法
第
十
二
条
の
三
第
三
項
第
二
号

（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び

法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
二
第
一

項
第
二
号

（
略
）

（
略
）

第
六
条
の
十
九

第
六
条
の
十
七

第
六
条
の
二
十
六
並
び
に
第
六
条

の
二
十
七
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
六
条
の
十
七
第
二
項

及
び
第
三
項

第
六
条
の
十
九

第
六
条
の
十
七

第
六
条
の
二
十
六
並
び
に
第
六
条

の
二
十
七
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
第
六
条
の
十
八
第
二
項

及
び
第
三
項

別
記
第
三
十
七
号
の
七
様
式

別
記
第
三
十
七
号
の
十
九
様
式

別
記
第
三
十
七
号
の
七
様
式

別
記
第
三
十
七
号
の
十
九
様
式

第
六
条
の
二
十
第
一
項

別
記
第
三
十
七
号
の
八
の
二
様
式

別
記
第
三
十
七
号
の
八
の
二
様
式

第
六
条
の
二
十
第
一
項

別
記
第
三
十
七
号
の
八
の
二
様
式

別
記
第
三
十
七
号
の
二
十
の
二
様

式

第
六
条
の
二
十
の
二

別
記
第
三
十
七
号
の
八
の
二
様
式

別
記
第
三
十
七
号
の
二
十
の
二
様

式

（
新
設
）

第
六
条
の
二
十
一
第
一
項

第
十
二
条
の
二
第
三
項

第
十
二
条
の
三
第
四
項
（
法
第
八

十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の

二
第
三
項
及
び
法
第
八
十
八
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十

二
条
の
二
第
三
項

第
六
条
の
二
十
一
第
一
項

法
第
十
二
条
の
二
第
三
項

法
第
十
二
条
の
三
第
四
項
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十

二
条
の
二
第
三
項
（
法
第
八
十
八

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）及
び
法
第
八
十
八
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

十
二
条
の
二
第
三
項

別
記
第
三
十
七
号
の
十
七
様
式

別
記
第
三
十
七
号
の
二
十
一
様
式

別
記
第
三
十
七
号
の
十
七
様
式

別
記
第
三
十
七
号
の
二
十
一
様
式

（
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
の
登
録
の
申
請
）

（
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
の
登
録
の
申
請
）

第
十
条
の
七

法
第
七
十
七
条
の
五
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
の
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
五
十
一
号
様
式
に
よ
る
登
録
申
請
書
に
、
本
籍
の
記
載
の
あ
る
住
民
票
の
写
し
そ

の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
の
七

法
第
七
十
七
条
の
五
十
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
の
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
五
十
一
号
様
式
に
よ
る
登
録
申
請
書
に
、
戸
籍
謄
本
又
は
戸
籍
抄
本
及
び
法
第
七

十
七
条
の
五
十
九
第
二
号
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
を
添
え
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
項
）

（
登
録
事
項
）

第
十
条
の
九

法
第
七
十
七
条
の
五
十
八
第
二
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

第
十
条
の
九

法
第
七
十
七
条
の
五
十
八
第
二
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

本
籍
地
の
都
道
府
県
名
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
有
す
る
国
籍
名
。
第
十

条
の
十
及
び
第
十
条
の
十
五
の
五
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
及
び
性
別

二

本
籍
地
の
都
道
府
県
名
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
有
す
る
国
籍
名
。
次
条

及
び
第
十
条
の
十
五
の
五
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
及
び
性
別

三
〜
五

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
確
認
検
査
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
十
条
の
九
の
二

法
第
七
十
七
条
の
五
十
九
の
二
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に

よ
り
確
認
検
査
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
新
設
）
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